
・ 2022年5月～秋にかけて、クレード IIbによる国際的な流行が発生し、WHOが「国際的に懸念される
公衆衛生上の緊急事態 （PHEIC）」を宣言（2022.7-2023.5）。

・ 2024年8月14日、コンゴ民主共和国（DRC)における クレード I による大規模な流行と同国周辺国での
流行拡大を受けて、WHOが２度目の「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言。

・ 2024年11月6日、WHO、アフリカCDCほかは、アフリカ9カ国に対して、最初の約90万回分のワクチンを
割り当て。2024年末までに、これを含む585万回分以上のワクチンが利用可能に。

・ 2024年11月22日、 WHOはエムポックスの感染拡大が引き続き公衆衛生上の緊急事態であると発表

エムポッ ク ス緊急事態宣言 -WHO-

エムポッ クス発生状況（ アフリ カ）

コンゴ
民主

共和国

WHO African Region 

ケニア

ウガンダ

ルワンダ

ブルンジ

※ 「サル痘」から名称変更
（感染症法施行令：令和5年5月26日）

エムポッ クス発生状況（ 世界）

✓ 2022年１ 月１ 日以降、 全世界で11万人以上の感染例が報告さ れている。
✓ 2024年10月 アフリ カでは新たにザンビア、 ジンバブエでク レード I b

の感染者が発生
✓ 2024年11月時点で、 アフリ カ以外ではスウェーデン、 タイ 、 インド 、

ド イツ、 英国、 米国、 カナダで ク レード I b の感染者が発生している。

※ 日本では ク レード I は確認さ れていない。

(2022年1月1日～2024年11月24日)

ザンビア

ジンバブエ

４類感染症

(2022年1月1日～2024年11月24日）

資料３
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エムポッ ク ス患者の発生状況（ 全国） ※2024年第48週（ 11/25～12/1） 時点

発生状況 及び 都の対応

(人)

2024年8月14日
W HO PHEIC宣言

2022.7.23>> WHO PHEIC宣言 <<2023.5.11

２度目のPHEICの対象であるエムポックス クレード Ib については、発生していない

2024.8.14>>

計
2024

(~ 48w )
20232022年

187141685東京都

645572他府県

251192257計

20代
14%

30代

39%

40代
39%

50代

6%

年齢階級別（ 全国） クレード I I b

 エムポックスに対応可能な医療機関や
都民向けのリーフレットを公表

 コンゴ民主共和国での感染状況や
対策等について、東京ｉＣＤＣや現地調査
に携わった専門家等から意見を聴取

都の対応

相談できる医療機関
エムポッ ク スって
どんな病気？？

 クレード Ib の検査体制の確立（健康安全研究センター）


